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健 対 協

■　日　 時　 　 令和７ 年７ 月16日（ 水）　 午後４ 時30分～午後５ 時10分

■　場　 所　 　 オンライン開催

■　出席者　 　 15人

難波委員長、 粟野・ 谷口・ 木山・ 石谷・ 村岡各委員

オブザーバー： 小林島根大学医学部附属病院検査部講師

県家庭支援課： 小倉参事監、 遠藤課長、 岡田課長補佐

健対協事務局： 岡本事務局長、 田中尚・ 田中貴両係長

　 　 　 　 　 　 　 岩垣主任、 廣瀬主事

令和7 年度第1 回拡大新生児マススクリ ーニング検査小委員会

挨拶（ 要旨）

〈 難波委員長〉

　 昨年度に鳥取大学医学部附属病院でモデル事業

と して開始した拡大新生児マススク リ ーニング検

査が、 今年度は順次他の医療機関でも 実施さ れて

いる。 今年度中には県内で出生した全ての新生児

が希望すれば拡大マススク リ ーニング検査をでき

る体制と なればと 願っている。 引き続きご協力を

よろし く お願いしたい。

議　 題

１ ． 報告および協議事項

・ 令和６ 年度拡大新生児マススクリ ーニング検査

のまとめ： 岡田県家庭支援課課長補佐

　 昨年度の小委員会において今年度の実施体制、

検査の流れ、 フォロー体制等について協議してき

たと こ ろである 。 令和６ 年10月から 鳥取大学医学

部附属病院で新生児を対象にモデル事業と して開

始し 、 同時に県内医療機関への説明会や県民向け

の講演会の開催、 鳥取大学医学部附属病院遺伝子

診療科内にホームページを作成し周知してきた。

　 昨年度は実施件数143件、 う ち精密検査は１ 件

であった。 副腎白質ジスト ロフィ ーをスク リ ーニ

ングする値の高値例が島根県よ り 多い傾向が見ら

れた。

　 以下の意見があった。

・ 副腎白質ジスト ロフィ ーのスク リ ーニング値が

高い理由は現時点では不明。 NICUから の検体

が多い傾向にあるが理由も 分かっていない。 機

器の設定で解決できないか検討している。

〈 小林先生〉

⇒検査の信頼性を高めていく ためには重要な問

題。 また情報共有し ていただきたい。

〈 難波委員長〉

・ 令和７ 年度拡大新生児マススクリ ーニング検査

及び先天性代謝異常等検査の実施状況につい

て： 粟野委員及び岡田県家庭支援課課長補佐

　 今年度の拡大マス ス ク リ ーニング（ 追加９ 疾

患） は、 ２ 疾患は子ども 家庭庁の実証事業から 補

助さ れる が７ 疾患は患者負担（ 昨年度は県負担）

と して実施する。 検査実施医療機関は昨年までの

鳥取大学医学部附属病院に加え、 ７ 月から は新た

に９ 施設の参加によ り 計10施設で実施し ている。

県内に残り ４ 施設出産を取り 扱う 施設があり 、 引

き続き参加を働きかけていきたい。 ７ 疾患分の患

者負担金額は医療機関によって異なる。 鳥取大学
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では6,000円台である 。 また追加９ 疾患全ての検

査を希望さ れる患者に２ 枚の同意書を取るこ と が

多少ネッ ク と なっている 。

　 先天性代謝異常等検査は昨年度までは岡山県に

検査委託していたが、 ４ 月から は拡大マスと 併せ

て島根大学に委託して実施している。 今年度から

はこ れまでの24疾患にシト リ ン欠損症を加えた25

疾患で実施している。 ６ 月末時点で検査実施件数

は764件、 う ち精密検査は６ 件だった。 なお、 多

胎児検査の取り 扱いについてガイ ド ラ インの変更

によ り 、 ４ 月よ り 多胎児の２ 回目以降の再検査は

中止と して対応している と 説明があった。

　 以下の意見があった。

・ 未参加の４ 施設のう ち、 １ 助産院については現

在参加手続きを行っている。 残り の３ 医療機関

について何がハード ルになっているのかを粟野

委員から 問い合わせていただき、 必要に応じて

谷口委員から 協力へ声掛けをしていいただく 。

・ 拡大マススク リ ーニングを紹介するホームペー

ジは更新のしやすさ から 鳥取大学医学部附属病

院遺伝子診療科内に設けている。 鳥取県の事業

なので県のホームページから も リ ンク を張って

いただきたい。

２ ． その他

　 小林先生よ り 以下のお願いがあった。

①採血スポッ ト の正しい採取方法の医療機関向け

の講習会を企画・ 実施したい。 う まく 採取さ れ

ず再検査と なるケースや、 場合によっては偽陰

性と なるこ と がある 。 施設によ り 再検査数に偏

り があり 、 なぜ不良検体と なるのかを現場の人

に共有したい。

②産科医療機関や保健師、 助産師を対象に拡大マ

ススク リ ーニング検査の必要性などの情報を届

けら れる機会を設けたい。 島根県ではオンラ イ

ン研修の開催やろ紙を使ったワーク ショ ッ プを

開催した結果、 患者の同意率が上がった。

⇒県と し ても 是非と も 研修会をお願いし たい。

〈 岡田県家庭支援課長補佐〉

日本医師会女性医師バンク

　 日本医師会女性医師バンク は、 就業を希望する医師に条件にあった医療機関を紹介し 、 勤務環

境の調整を含め採用に至るまでの間の支援を行い、 再就業後も 様々なご相談に応じます。

日本医師会女性医師バンクの特色

　 　 　 　 　 　 ご連絡・ お問い合わせ先　 日本医師会女性医師バンク 　 中央センター

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〒113－8621　 東京都文京区本駒込2－28－16　 日本医師会館B 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TEL 03－3942－6512　 FAX 03－3942－7397

登録・ 紹介等、 手数料は一切いただきません。無　 　 料

就業に関するご相談は、 コーディ ネーター（ 医師） が、 丁寧に対応いたします。個別対応

ご登録いただいた情報は、 適正に管理し、 秘密は厳守いたします。秘密厳守

今すぐに働く 予定のない方もご登録いただけます。予備登録

日本全国の医師、 医療機関にご利用いただけます。（ 会員でない方も登録できます。）日本全国


